
県
本
部
は
８
月

22日
、
第

１
回
拡
大
執
行
委
員
会
を
開

催
し

15単
組

20人
が
参
加
。

森
賀
県
本
部
副
委
員
長
を
講

師
と
な
り
「
賃
金
学
習
・
前

編
」
を
実
施
。
学
習
で
は
①

「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃

金
労
働
条
件
」
②
「
正
規
職

員
の
賃
金
実
態
」
調
査
の
必

要
性
に
つ
い
て
伝
え
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
労
働
条
件

の
改
善
、
組
合
員
が
自
分
た

ち
の
賃
金
の
理
解
と
要
求
の

ポ
イ
ン
ト
知
る
こ
と
を
目
的

に
、
各
単
組
に
「
会
計
年
度

任
用
職
員
の
賃
金
等
労
働
条

件
一
覧
表
」
と
「
正
規
職
員

の
賃
金
実
態
」
の
資
料
づ
く

り
を
要
請
し
ま
し
た
。
次
回

執
行
委
員
会
で
「
賃
金
学
習

会
・
後
編
」
を
行
い
、
こ
れ

ら
の
資
料
か
ら
賃
金
改
善
に

向
け
た
課
題
と
運
動
の
具
体

化
を
学
び
ま
す
。

８
月

22日
、
自
治
労
連
共

済
愛
媛
支
部
の
「
実
務
研
修

会
」
に
、

13単
組

29人
が
参

加
。
は
じ
め
に
、
自
治
労
連

共
済
本
部
の
打
越
さ
ん
（
四

国
担
当
）
が
リ
モ
ー
ト
で
講

師
と
な
り
「
自
治
労
連
共
済

の
と
り
く
み
と
意
義
」
「
組

織
共
済
に
つ
い
て
」
「
組
織

整
備
と
区
分
会
計
」
な
ど
、

共
済
の
基
本
や
共
済
会
計
の

基
本
レ
ク
チ
ャ
ー
と
加
入
手

続
き
時
の
書
類
の
書
き
方
の

注
意
点
な
ど
、
実
際
の
書
類

を
使
っ
て
実
践
形
式
で
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

後
半
は
、
自
治
労
連
共
済

の
高
尾
理
事
か
ら
「
本
部
組

織
共
済
制
度
の
改
定
討
議

（
案
）
」
の
説
明
と
県
本
部

共
済
担
当
の
石
井
さ
ん
か
ら

「
県
本
部
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
案
）
」
の
説
明
を
行
い
、

参
加
単
組
か
ら
意
見
を
出
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
「
組
織
共
済
は
、
組
合

員
へ
の
給
付
を
第
一
に
考
え

た
改
定
を
し
て
ほ
し
い
」

「
組
織
共
済
の
意
見
集
約
か

ら
決
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
短
か
す
ぎ
て
、
組
合
員

へ
の
説
明
と
意
見
集
約
が
困

難
」
「
県
本
部
の
新
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
『
あ
り
が
と
う
抽
選

会
』
は
、
各
単
組
で
行
っ
た

方
が
組
合
員
と
話
す
き
っ
か

け
に
も
な
る
し
、
共
済
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
、
「
組
織

共
済
改
定
」
「
県
本
部
新
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
共
済
拡
大
と

な
る
よ
う
、
み
ん
な
で
意
見

を
出
し
合
い
、
組
合
員
に
と
っ

て
よ
り
良
い
制
度
と
な
る
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

今
回
、
な
か
な
か
参
加
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
単
組
役

員
・
共
済
担
当
・
書
記
が
参

加
で
き
た
の
で
、
共
済
活
動

を
全
単
組
へ
さ
ら
に
広
げ
る

た
め
、
全
国
規
模
で
の
研
修

会
や
共
済
学
校
の
開
催
が
困

難
だ
か
ら
こ
そ
県
支
部
や
支

所
で
の
共
済
研
修
の
場
を
設

け
る
予
定
で
す
。

８
月

17・

18・

21日
、
県

自
治
体
一
般
労
組
と
西
条
市

職
労
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
組
織
拡
大
と
要
求
前
進

を
目
的
に
、
西
条
市
で
働
く

会
計
年
度
任
用
職
員
を
対
象

と
し
た
「
組
合
説
明
会
」
を

開
催
し
、
３
日
間
で
の
べ

41

人
が
参
加
。
説
明
会
は
、
保

育
士
職
場
（
パ
ー
ト
）
（
フ

ル
タ
イ
ム
）
、
一
般
事
務
、

介
護
職
場
な
ど
職
種
・
勤
務

形
態
に
分
け
て
開
催
。
は
じ

め
に
、
県
本
部
の
森
賀
副
委

員
長
よ
り
西
条
市
で
の
「
会

計
年
度
任
用
職
員
」
労
働
条

件
や
給
料
表
の
見
方
な
ど
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
説
明
後
、

現
在
の
制
度
の
問
題
点
を
伝

え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
自

治
体
一
般
の
石
井
委
員
長
よ

り
、
組
合
の
説
明
を
行
い
自

治
体
一
般
西
条
支
部
へ
の
加

入
を
呼
び
か
け
意
見
交
換
。

参
加
者
か
ら
、
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
や
職
場
状
況
に

対
し
て
「
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
切
り
替
わ
る
と
き

の
説
明
が
、
所
属
長
の
簡
単

な
話
だ
け
で
『
パ
ー
ト
に
な

る
か
辞
め
る
か
』
と
言
わ
れ

た
。
制
度
の
細
か
い
内
容
や

条
件
提
示
は
な
か
っ
た
」

「
事
務
職
は
フ
ル
タ
イ
ム
か

ら
７
時
間
パ
ー
ト
と
な
っ
た

が
、
仕
事
量
は
変
わ
ら
ず
」

「
給
料
面
が
低
い
の
で
応
募

も
無
い
状
況
」
「
人
員
不
足

が
深
刻
で
、
休
憩
時
間
が
取

れ
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
に

な
っ
て
い
る
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
ス
タ
ー
ト
後
初
め
て
当
事

者
か
ら
の
意
見
を
聞
く
場
を

設
け
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る

制
度
改
善
に
向
け
て
「
組
合

加
入
」
を
強
く
呼
び
か
け
る

説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
５
日
、
愛
媛
労
連
第

32回
定
期
大
会
に

72人
が
参

加
（
自
治
労
連

24人
）
。
今

回
は
ｗ
ｅ
ｂ
を
併
用
し
て
開

催
。
今
井
議
長
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
禍
で
非
正
規
労
働
者
を

中
心
に
雇
い
止
め
が
起
き
、

休
業
補
償
や
賃
金
カ
ッ
ト
な

ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
労
働
組
合
の
役
割
が
非

常
に
大
事
に
な
っ
て
い
る
」

な
ど
あ
い
さ
つ
。
運
動
方
針

の
重
点
と
し
て
◎
組
織
強
化

拡
大
、
◎
生
活
で
き
る
賃
金

の
実
現
、
◎
職
場
か
ら
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
、
◎

憲
法
９
条
改
憲
阻
止
・
核
兵

器
廃
絶
な
ど
平
和
求
め
る
と

り
く
み
、
◎
消
費
税
減
税
・

社
会
保
障
の
拡
充
を
求
め
る

と
り
く
み
、
◎
持
続
可
能
な

地
域
経
済
・
社
会
の
実
現
な

ど
を
提
案
し
討
論
へ
。
今
治

市
職
の
西
原
代
議
員
、
愛
媛

労
連
女
性
部
の
越
智
代
議
員

（
松
山
市
職
労
）
、
愛
媛
労

連
青
年
部
・
山
内
代
議
員

（
西
条
市
職
労
）
が
発
言
。

運
動
方
針
と
予
算
、
新
役
員

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（１） 第５２４号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２０年 ９月２０日

第 ５２４ 号

日 程

【９月】

19 県本部拡大執行委員会

県本部現業評議会幹事会

東予総支部定期総会

中予総支部定期総会

20 自治労連医療部会定期大

会（web）

24 伊予市職労執行委員会

26 県本部女性部幹事会

全労連青年部定期大会

（web）

30 津島吉田病労組執行委

全労連公務部会・公務労

組連定期総会（web併用）

【10月】

３ 自治労連定期大会（web）

６ ココロユニオン執行委

伊方原発運転差止訴訟

10 はたらく女性の中央集会

in WEB

コロナなんでも電話相談会

11 県本部保育部会幹事会

16 県市長会長要請（新居浜）

17 県本部拡大執行委員会

医療介護評定期総会

23 南予総支部代表者会議

※2020人勧・2021予算にむけ、９･３署名提出行動人事院へ120,277筆 政府へ114,240筆

新型コロナウイルスの感染拡大により人事院の民間給与実態調査が大幅に遅れ、人事院勧告のスケジュールが明確になってい

ません。全労連公務部会・公務労組連絡会は、９月３日、人事院・官邸前要求行動を実施し、150人が参加。この間とりくんでき

た人事院宛署名120,277筆、政府・内閣人事局宛署名114,240筆を提出しました。公務労組連絡会の代表は「12万人を超える署名

に込められた思いをしっかりと受け止めてほしい。コロナ禍や自然災害に対応するなかで、賃金・待遇の改善、公務労働者を励

ます勧告となるよう代償機関としての務めを果たしてほしい」と訴えました。

※2020人勧～秋季の《共通重点要求》

① 初任給と若年者賃金の大幅改善で雇用維持と人材確保につながる所得水準確保を求めます。

② 感染防止対策の徹底と衛生用品の確保で、安心して働くことができる職場環境を求めます。

③ 適正な労働時間把握で、長時間労働の是正につなげ職員の負担軽減と健康維持を求めます。

④ 安定した職の設定と、職務内容に見合う労働条件となる会計年度任用職員制度を求めます。

⑤ 新型コロナウイルス感染から、住民のいのちとくらしを守るための制度の拡充を求めます。

新型コロナウイルスの感染拡大にともない、公務職場の必要性と重要性が明らかとなりました。感染防止対策や各種給付金

支給業務など、住民のいのちとくらしを守るために、精神的・肉体的に負担の大きい状況の中、奮闘が続いています。コロナ

禍において公務公共サービスを引き続き維持するためにも、安全安心の労働環境の構築、業務量に見合った人員確保、またそ

の働きを正当に評価する賃金改善や手当支給を求めていく必要があります。



内
子
町
職
は
８
月

28

日

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら

り
」
に
て
、
新
旧
役
員
交
代

会
を
実
施
し
、

18人
（
う
ち

新
採
６
人
）
が
参
加
。
今
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
と
し
て
、

新
採
職
員
歓
迎
会
を
見
送
っ

た
こ
と
か
ら
、
新
規
採
用
職

員
と
の
親
睦
も
兼
ね
て
実
施

し
ま
し
た
。
初
め
に
新
採
職

員
を
対
象
に
、
自
治
労
連
共

済
と
労
金
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
自
治
労
連
共
済
の
説

明
は
、
県
本
部
共
済
担
当
の

石
井
さ
ん
が
「
全
国
の
組
合

員
同
士
の
助
け
合
い
で
運
営

さ
れ
て
い
る
自
治
労
連
共
済

の
大
切
さ
」
や
自
治
労
連
共

済
の
保
障
と
格
安
な
掛
金
な

ど
に
つ
い
て
説
明
。
そ
の
後

３
密
に
な
ら
な
い
よ
う
屋
外

で
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
ス
タ
イ

ル
で
懇
親
会
を
実
施
し
、
組

合
員
同
士
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

西
条
市
職
労
は
８
月

12日
、

新
体
制
に
な
っ
て
初
め
て
の

執
行
委
員
会
を
開
催
し

27人

が
参
加
。
各
委
員
の
役
割
分

担
を
確
認
し
、
全
て
の
執
行

委
員
か
ら
職
場
報
告
及
び
決

意
表
明
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
規
、
再
任
、
復
帰
、
そ
れ

ぞ
れ
立
場
は
違
え
ど
「
新
型

コ
ロ
ナ
で
先
が
見
通
せ
な
い

な
か
で
も
、
職
場
の
声
を
基

本
に
頑
張
り
た
い
」
と
の
力

強
い
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
各
専
門
部
か
ら
の
報
告

で
、
現
業
部
「
学
校
給
食
が

自
校
方
式
か
ら
セ
ン
タ
ー
方

式
の
方
針
が
出
さ
れ
た
。
子

ど
も
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
給

食
は
自
校
方
式
と
確
信
し
て

い
る
」
な
ど
、
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
「
職
場
懇
談

会
」
を
９
月
初
旬
～

10月
初

旬
に
か
け
て
実
施
す
る
こ
と

を
確
認
。
今
年
は

36歳
以
上

と

35歳
以
下
の
年
代
に
分
け

て
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
８
月

20日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し

19人

が
参
加
。
は
じ
め
に
久
保
委

員
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
職
場

懇
談
会
に
入
る
。
要
求
書
の

提
出
、
団
体
交
渉
に
つ
な
げ

る
組
合
員
の
生
の
声
を
集
め

る
機
会
と
し
て
重
視
し
た
い
」

な
ど
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
職

場
懇
談
会
の
日
程
と
準
備
に

つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
向
井

書
記
長
か
ら
「
職
場
や
市
全

体
の
把
握
と
し
て
こ
の
機
会

を
重
視
し
た
い
」
「
今
年
は

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
例

年
と
は
違
う
、
そ
こ
も
聞
い

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
説
明
に

続
き
、
職
場
懇
談
会
の
実
施

に
向
け
、
職
場
状
況
・
夏
季

休
暇
な
ど
休
暇
取
得
・
組
合

へ
の
要
望
な
ど
、
設
問
項
目

を
確
認
。
そ
の
他
参
加
で
き

な
か
っ
た
人
に
向
け
た
『
私

の
要
求
書
』
を
準
備
す
る
こ

と
も
確
認
し
ま
し
た
。

県
本
部
医
療
介
護
評
は
８

月

29日
、
幹
事
会
を
６
単
組

９
人
の
参
加
で
開
催
。
山
内

会
長
か
ら
「
医
療
従
事
者
へ

の
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
幹

事
会
が
延
期
さ
れ
約
半
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
。
職
場

の
課
題
な
ど
共
有
を
」
と
あ

い
さ
つ
。
山
本
幹
事
か
ら
は

「
本
部
医
療
部
会
で
も
全
国

の
自
治
体
病
院
で
の
感
染
症

対
応
の
課
題
が
出
さ
れ
、
看

護
協
会
と
の
懇
談
も
実
施
」

と
発
言
。
職
場
か
ら
は
会
計

年
度
職
員
へ
の
移
行
、
感
染

症
の
拡
大
で
来
院
を
控
え
る

傾
向
が
続
く
、
ス
タ
ッ
フ
不

足
で
夏
季
休
暇
も
取
得
で
き

な
い
、
施
設
で
利
用
者
制
限

も
あ
る
、
医
療
従
事
者
へ
の

慰
労
金
が
支
給
、
な
ど
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
定
期
総

会
を

10月
に
松
山
市
内
で
開

催
す
る
と
確
認
し
ま
し
た
。

大
洲
市
職
労
は
８
月

24日

「
団
体
交
渉
」
を
実
施
。
組

合
か
ら
５
人
、
当
局
か
ら
総

務
課
長
と
補
佐
が
参
加
。
夏

季
要
求
で
は
、
主
に
①
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
、
②
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
、
③
業
務
に
必
要
な

資
格
取
得
費
用
の
負
担
、
④

非
正
規
職
員
の
正
規
化
な
ど

を
要
求
。
組
合
は
「
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
は
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
だ
が
職
場
か

ら
は
い
ろ
ん
な
声
が
出
て
い

る
。
引
き
続
き
改
善
が
必
要

な
部
分
は
協
議
交
渉
を
」

「
会
計
年
度
の
退
職
手
当
は

こ
れ
ま
で
の
勤
務
実
績
を
考

慮
し
支
給
を
」
「
会
計
年
度

職
員
の
一
番
の
不
安
は
次
年

度
も
任
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
。

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

制
度
へ
協
議
を
進
め
た
い
」

な
ど
、
要
望
し
ま
し
た
。

津
島
吉
田
病
院
労
組
は
８

月
25日

、
執
行
委
員
会
を
開

催
し

12人
が
参
加
。
石
村
書

記
長
よ
り
「
前
回
の
執
行
委

員
会
で
確
認
し
た
組
合
で
の

マ
ス
ク
購
入
は
い
ま
配
布
し

て
い
る
」
と
報
告
。
各
施
設

か
ら
職
場
状
況
を
報
告
。

【
津
島
病
院
】
組
合
か
ら
の

マ
ス
ク
配
布
は
み
ん
な
喜
ん

で
く
れ
た
。
職
場
は
人
員
不

足
が
深
刻
で
、
夏
季
休
暇
の

取
得
は
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が

０
～
１
日
取
得
が
実
態
。
日

勤
の
人
数
は
維
持
し
て
外
来

か
ら
ヘ
ル
プ
に
入
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
取
得

で
き
て
い
る
。
【
吉
田
病
院
】

「
２
交
代
勤
務
の
実
施
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
回
っ

て
き
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
職

員
が
「
２
交
代
は
で
き
な
い
」

と
回
答
。
【
オ
レ
ン
ジ
荘
】

人
員
が
足
り
て
い
な
い
。
看

護
師
は
夏
季
休
暇
が
取
得
で

き
て
い
な
い
。
今
は
マ
ス
ク

が
汚
れ
た
ら
変
え
て
良
い
こ

と
に
な
っ
た
。
定
期
大
会
の

11月
書
面
開
催
を
検
討
な
ど

に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
た
。

■
急
に
気
温
が
高
く
な
り
暑

さ
に
負
け
て
室
内
で
過
ご
す

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
ラ
ジ

オ
体
操
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
を
見
習
っ
て
外
に
出
な
け

れ
ば
と
思
う
毎
日
で
す
。

（
新
居
浜
・
前
田
）

■
夏
祭
り
も
花
火
も
な
く
夏

ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
は

楽
し
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
た

く
さ
ん
遊
べ
る
時
期
に
な
っ

た
ら
そ
の
分
季
節
を
満
喫
す

る
と
心
に
決
め
て
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
食
欲
の
秋
…
秋
の

キ
ャ
ン
プ
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
し
た

い
で
す
ね
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
夏
を
迎
え
、
今
ま
で
妻
任

せ
だ
っ
た
庭
の
水
や
り
の
た

め
早
起
き
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
名
付
け
て
「
勝

手
に
サ
マ
ー
タ
イ
ム
」
。
夜

早
く
寝
る
習
慣
が
つ
き
、
仕

事
も
は
か
ど
り
ま
す
。
次
は

腹
回
り
を
減
ら
し
て
、
よ
り

健
康
に
！
脱
夏
バ
テ
！

（
今
治
・
越
智
）

■
真
夏
に
屋
外
で
マ
ス
ク
行

動
、
こ
れ
ほ
ど
体
に
キ
ツ
イ

と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
来

年
の
夏
は
マ
ス
ク
が
不
要
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
今
治
・
白
石
）

■
子
ど
も
が
小
学
生
に
な
り

初
め
て
の
夏
休
み
。
自
分
が

小
学
生
の
頃
は
毎
日
の
よ
う

に
ラ
ジ
オ
体
操
が
あ
り
参
加

し
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近

は
ラ
ジ
オ
体
操
を
毎
日
し
た

り
は
し
て
な
い
の
だ
な
ー
と

知
り
ま
し
た
。
今
年
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
も
あ
り
、
尚
更
減
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
時

代
の
変
化
と
共
に
「
当
た
り

前
」
も
変
わ
っ
て
い
く
の
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
筒
井
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５２４号

２０２０年 ９月２０日

■
５
２
２
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ラ
ジ
オ
タ
イ
ソ
ウ
」

（
ラ
ジ
オ
体
操
）
で
し
た
。

正
解
は

15通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

前
田

唯
（
新
居
浜
）

河
野
佑
亮
（
宇
和
島
）

越
智
優
喜
（
今

治
）

村
上
良
子
（
今

治
）

山
田
梨
央
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

10月

27日
【
発

表
】
５
２
６
号
（

11月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①一つひとつの条項に分けて書き並べること

④イカ・するめをあぶり焼にして細く裂いた

⑦苦しみもがきころげまわる。

激痛に○○○○まわる

⑧水に溶けていること。○○○○液

⑨１日一つの善行を。一日○○○○

【タテのカギ】

①京都・竜安寺の石庭が有名

②♪アウト、セーフ、○○○○○○

③○○田、○○欠、ラスベ○○

⑤金属製品を型を用いてプレスする成型作業

⑥街ぐるみで行われる合コンのこと

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

演
歌
歌
手
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


